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質
問
動
画
が

見
ら
れ
ま
す

都
市
建
設 

常
任
委
員
会

委員長
田中　　正
副委員長
白根　佳典
委員
大久保照夫
福田　勝美
富岡　信吾
林　　幸子
中島　千尋

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問　

市
道
妻
沼
3
6
0
6
号
線
に
つ
い
て
、

元
々
あ
っ
た
道
路
を
認
定
す
る
も
の
と
し
て
い

る
が
、
今
回
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を

伺
い
た
い
。

答　

市
道
妻
沼

3
6
0
6
号
線
に
つ
い
て
は
、

市
に
帰
属
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
路
線
に
接
地
す

る
住
宅
の
建
て
替
え
等
に
伴
い
、
接
道
義
務
を

満
た
す
た
め
に
建
築
基
準
法
上
の
道
路
に
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
管
理
課
）

令
和
５
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
土

木
費
）
に
つ
い
て

問　

み
ど
り
の
基
金
の
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

み
ど
り
の
基
金
は
、
令
和
５
年
６
月
30
日

現
在
で
約

2
0
0
0
万
円
あ
り
、
令
和
５
年
度

に
約

4
0
0
万
円
取
り
崩
し
、
新
堤
緑
地
の
桜

の
老
木
等
の
診
断
に
活
用
し
て
い
る
。
来
年
度

以
降
も
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

（
公
園
緑
地
課
）

委員会での主な質疑

環
境
産
業 

常
任
委
員
会

委員長
小島　正泰
副委員長
川田　勝巳
委員
黒澤三千夫
権田　清志
千葉　義浩
新島　一英
池井　光吉

令
和
５
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
衛
生
費
・
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
）
に
つ
い
て

問　

元
気
な
農
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
申
請
件

数
が
何
件
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
見
積
り
件
数
と

の
比
較
を
伺
い
た
い
。

答　

申
請
件
数
は
76
件
で
あ
り
、
見
積
り
件
数

30
件
に
対
し
て
、
２
倍
以
上
の
申
請
を
頂
い
た
。

（
農
業
政
策
課
）

問　

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出
基
金
積
立
事
業
に

つ
い
て
、
市
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
活
動
に

対
す
る
活
用
も
想
定
し
た
基
金
な
の
か
伺
い
た
い
。

答　

現
在
、
継
続
的
に
開
催
し
て
い
る
星
川
夜
市

の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
も
民
間
に
よ
る
新
し
い
取
り

組
み
に
期
待
し
て
お
り
、
民
間
へ
の
補
助
に
よ
る

活
用
も
想
定
し
て
い
る
。

（
商
業
観
光
課
）

問　

省
エ
ネ
家
電
普
及
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
補

正
予
算
の
提
案
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。

答　

現
在
、
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
を
対
象
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
施
策
を
検
討
し
た
結
果
、
電
気

使
用
量
の
多
い
冷
蔵
庫
等
の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す

る
補
助
制
度
を
実
施
す
る
た
め
、
今
般
補
正
予
算

を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
環
境
政
策
課
）

問　東松山や花園インターチェンジ
へのアクセスに優位性のある南部エ
リアに位置する江南地域の樋春地区
産業団地の経緯を伺う。
答　新たな産業団地の創出を埼玉県
に対し積極的に要望してきた。昨年
度、吉岡工業団地に隣接した樋春地
区を候補地として選定するとともに、
基礎調査でもある予備調査が県により実施された。
この結果を踏まえ産業団地整備推進会議を開催し、
本年度事業として産業団地整備の可否を判断するた
めの候補地選定調査の実施が正式決定された。候補
地選定調査は、地質調査、道水路および調整池等の
公共施設の概略設計、土地利用計画図等の策定、事
業収支計算等を行い、それらに基づいた整備計画の

策定により採算性を把握するための調査である。
問　本市の税収増による自主財源の確保や雇用の創
出において明るいニュースであると考えるが、何社
でどれくらいの面積を想定しているか。
答　県企業局によると、近年の産業団地整備につい
ては、事前に立地企業の募集を実施するオーダーメ
イド方式を採用することを原則としており、立地企
業数を想定することはできないが、今回整備を予定
している面積については道路等の公共施設を含め約
18ヘクタールを想定しているとのこと。
問　調査結果に基づく最終的な判断は本市の取組姿
勢も大きな判断材料とのことだが、チャンスを逃す
ことのない、成功に向けた具体的な取り組みを伺う。
答　候補地選定調査は来月以降に開始される予定で
あり、調査期間中における調査への積極的な協力の
ほか、産業団地整備に向け、本市の役割として地元
関係団体や地権者の方との調整等、真摯に取り組ん
でいきたい。（企業活動支援課）

荒川右岸の開発・企業誘致について

富
とみ

岡
おか

信
しん

吾
ご

議員
（熊谷清風会・維新）

一 般 質 問 市政を問う
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熊
谷
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

問　
今
回
の
議
案
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
経

過
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
地
域
や
保
護
者
の
方
々
へ
の
説
明
会
を

経
て
、
令
和
３
年
度
に
統
合
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
後
も
下
部
組
織
で
あ
る
検
討
部

会
な
ど
で
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

問　

統
廃
合
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
回
答
の
状
況
な
ど
を
伺
い
た
い
。

答　

男
沼
小
、
太
田
小
、
妻
沼
南
小
の
2
6
6

の
家
庭
に
配
布
し
、
86
の
家
庭
か
ら
提
出
が

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
38
の
家
庭
か
ら
統
廃
合
に

関
す
る
賛
否
に
つ
い
て
の
回
答
を
頂
き
、
28
の

家
庭
か
ら
賛
成
意
見
を
頂
い
た
。

問　
提
出
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
件
数
に
対

し
て
賛
成
が
少
な
い
と
感
じ
る
が
、統
合
準
備

委
員
会
の
立
ち
上
げ
の
経
緯
を
伺
い
た
い
。

答　
1
8
0
の
家
庭
か
ら
意
見
等
が
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
が
、
明
確
に
反
対
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
意
見
が
出
て
く
る
も
の

と
考
え
る
。
ま
た
、
児
童
数
の
推
移
を
見
る
と

統
合
も
仕
方
が
な
い
と
い
っ
た
意
見
も
多
数

あ
り
、
こ
う
い
っ
た
保
護
者
の
考
え
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
意
見
を
持
つ
方
が
地

域
の
家
庭
に
も
多
い
と
い
う
こ
と
を
推
察
し
、

統
合
に
向
け
て
賛
成
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
考
え
、
統
廃
合
を
進
め
て
い
く
と
い
う

方
針
を
市
で
決
定
し
た
上
で
、
統
合
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
正
式
に
統
合
の
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

問　
新
校
を
現
在
の
妻
沼
南
小
学
校
の
位
置

と
す
る
理
由
を
伺
い
た
い
。

答　
熊
谷
市
立
学
校
の
適
正
な
規
模
に
関
す

る
基
本
方
針
の
中
で
、
新
た
に
統
廃
合
し
て
設

置
を
す
る
方
法
は
、
対
象
と
な
る
学
校
の
規
模

等
に
か
か
わ
ら
ず
対
等
な
関
係
の
統
合
と
す

る
と
い
う
こ
と
、
新
た
な
学
校
は
既
存
の
学
校

を
使
用
す
る
こ
と
と
示
さ
れ
て
お
り
、
説
明
会

で
も
説
明
し
て
き
た
。
統
合
に
よ
る
児
童
数
の

増
加
に
対
応
で
き
る
規
模
で
あ
る
こ
と
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
新
校
を
妻
沼
南
小
学
校
の

位
置
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
休
校
中
の
小
島
小
学
校
は
、３
校
が
統
廃

合
す
る
こ
と
で
取
り
扱
い
は
変
わ
る
の
か
。

答　
熊
谷
市
個
別
施
設
計
画
で
は
令
和
６
年

度
ま
で
に
廃
止
し
、
そ
の
後
に
除
却
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
も
小
島
小
中
学
校
の

体
育
館
は
、
地
域
の
活
動
で
使
用
さ
れ
て
い
る

た
め
引
き
続
き
休
校
と
し
、
３
校
の
統
廃
合
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
必
要
に
応
じ
て

検
討
や
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問　
妻
沼
小
島
地
区
の
児
童
は
、新
校
の
設
置

後
の
通
学
先
は
ど
う
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　
妻
沼
小
島
地
区
か
ら
は
妻
沼
小
学
校
へ

の
通
学
距
離
が
近
い
こ
と
か
ら
、
男
沼
小
学
校

の
廃
校
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

新
校
又
は
妻
沼
小
学
校
へ
の
通
学
を
選
択
可

能
と
す
る
。

（
教
育
総
務
課
、学
校
教
育
課
）

令
和
５
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
務
費
・
教
育
費
）
に
つ
い
て

問　
本
庁
舎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
、本
庁
舎
以
外
の
公
共
施
設
へ
の

導
入
計
画
を
伺
い
た
い
。

答　
証
明
交
付
件
数
が
多
い
本
庁
舎
に
導
入

し
、
そ
の
運
用
や
利
用
状
況
を
検
証
し
た
後
、

行
政
セ
ン
タ
ー
へ
の
導
入
を
検
討
す
る
。

（
企
画
課
）

問　
新
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
つ
い
て
、購
入
予
定
の
土
地
の
面
積
と
単
価

を
伺
い
た
い
。

答　

約
9
1
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
単
価

は
土
地
鑑
定
評
価
を
依
頼
し
、
地
目
等
に
よ

り
異
な
る
が
、
平
米
当
た
り
7
0
0
0
円
か
ら

1
万
3
2
0
0
円
ま
で
と
幅
が
あ
る
。

（
教
育
総
務
課
）

国
へ「
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直
し
、

健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

【
意
見
】

反
対
意
見　

今
後
、
国
は
電
子
カ
ル
テ
の
導
入

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
基
に
し
て
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
こ

れ
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
流
れ
に
逆
行

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み

医
療
費
が
拡
大
す
る
中
で
、
全
体
の
医
療
費
も

抑
え
つ
つ
、
合
理
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
現
状
で
、
こ
れ
ら
の
推
進
に
よ
り
国

全
体
で
は
１
０
０
億
円
の
削
減
が
で
き
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
導
入
に
対
し
て

反
対
す
る
理
由
も
理
解
す
る
が
、
今
後
、「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
を
通
じ
て
改
革
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
導
入
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
考
え
た
際

に
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
は
、
そ
の
基
本
に
な
る

と
思
う
た
め
、本
請
願
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
意
見　

現
行
の
国
民
皆
保
険
制
度
に
何

も
支
障
が
な
い
中
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
任
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
証
と

一
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
そ
も
そ
も
間
違

い
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
の
流
れ
も
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
強

制
力
を
働
か
せ
る
こ
と
自
体
が
間
違
い
だ
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
長
い
年
月
の
中
で
、
自
然

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
よ
う

に
な
っ
た
時
に
変
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
資
格
確
認
書
に
つ
い
て
も
、「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
の
期
限
が
切
れ
て
、
更
新
し
な
い

場
合
に
は
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
無
保

険
の
状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
成
年

後
見
人
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
申
請
や

更
新
に
当
た
っ
て
今
ま
で
か
か
ら
な
か
っ
た

費
用
が
か
か
る
こ
と
も
問
題
視
し
て
い
る
。
国

外
に
目
を
向
け
る
と
、
一
旦
導
入
は
し
た
が
、

や
は
り
個
人
情
報
の
流
出
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
や
め
た
国
も
あ
る
。

今
後
は
運
転
免
許
証
や
銀
行
の
通
帳
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
も
の
と
ひ
も
づ
け
て
、
社
会
保
障
費

を
削
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な
る
し
、
む

し
ろ
そ
れ
が
目
的
の
よ
う
に
も
考
え
て
い
る
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
使
用
し
た
い
人
は
使
用

す
れ
ば
よ
い
が
、
そ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
自
体

間
違
っ
て
い
る
と
思
う
こ
と
か
ら
、
今
回
の
請

願
に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
。

　
総
務
文
教 

常
任
委
員
会

委員長
　小林　國章
副委員長
　田中　純一
委員
三浦　和一
桜井くるみ
石川　広己
影山　琢也
臼杵　　健
小林　拓朗

委員会での主な質疑
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市
民
福
祉 

常
任
委
員
会
　
　
　委員長沼上　政幸
副委員長
大山美智子
委員
小鮒　賢二
腰塚菜穂子
山下　一男
出井　哲司
江田　大助

委員会での主な質疑

熊
谷
市
立
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

仮
に
学
校
の
統
廃
合
が
決
定
し
た
場

合
、
熊
谷
市
立
太
田
小
学
校
の
跡
地
に
太

田
児
童
ク
ラ
ブ
を
継
続
す
る
可
能
性
は
な

か
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

答　

児
童
の
安
全
面
か
ら
通
学
す
る
学
校

の
中
や
学
校
の
近
く
に
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
を
進
め
て
い
る
。

問　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
確
保
に
向
け

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

答　

市
報
、
新
聞
折
り
込
み
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
を
利
用
し
、
令
和
６
年
度
末
を
目
安

に
人
員
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問　

学
校
名
と
児
童
ク
ラ
ブ
名
が
一
致
し

て
い
な
い
児
童
ク
ラ
ブ
も
あ
る
中
で
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

児
童
館
の
名
称
を
使
っ
た
児
童
ク
ラ

ブ
も
あ
る
が
、
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

混
乱
を
来
さ
な
い
よ
う
学
校
名
と
児
童
ク

ラ
ブ
名
を
合
わ
せ
る

方
針
で
事
業
を
進
め

て
い
る
。

（
保
育
課
）

熊
谷
市
障
害
者
等
の
利
用
に
係
る
公
の
施

設
使
用
料
等
減
免
条
例
に
つ
い
て

問　

使
用
料
等
減
免
予
定
施
設
の
選
定
基

準
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

各
施
設
の
所
管
課
へ
の
意
向
調
査
の
中

で
、
早
期
に
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た

施
設
を
減
免
予
定
施
設
と
し
て
い
る
。

問　

こ
の
制
度
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
対
象
と
な
る
施

設
へ
の
チ
ラ
シ
の
掲
示
や
配
架
、
障
害
者
団

体
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
考
え
て
い
る
。

（
障
害
福
祉
課
）

令
和
５
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）
に
つ
い
て

問　

債
務
負
担
行
為
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
策
定
等
業
務
委
託
に
つ
い

て
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
中
身
を
伺
い
た
い
。

答　

対
象
者
は
、
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た

７
地
区
か
ら
住
民
基
本
台
帳
を
利
用
し
無
作

為
抽
出
し
た
未
就
学
児
の
保
護
者
２
０
０
０

人
お
よ
び
小
学
生
の
保
護
者
１
０
０
０
人
と

し
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
教
育
・
保
育
事

業
の
利
用
状
況
、
放
課
後
の
過
ご
し
方
の
希

望
な
ど
の
実
態
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
こ
ど
も
課
）

行
政
視
察
報
告

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

８
月
３
日
、
新
潟
県
上
越
市
で
「
健

康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
組
」
等

に
つ
い
て
視
察
を
行
い
、
生
涯
を
通

じ
た
切
れ
目
の
な
い
健
康
づ
く
り
に

市
民
を
巻
き
込
ん
で
取
り
組
む
手
法

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
４
日
に
は
、
富
山
県
富
山
市
の

と
や
ま
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
等
を
視
察
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
こ
ど
も
図

書
館
が
連
携
し
な
が
ら
相
談
・
交
流

の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

８
月
７
日
、
静
岡
県
藤
枝
市
で
「
教

育
日
本
一
に
向
け
た
取
組
（
小
中
一

貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
」
に
つ
い
て
、

事
業
開
始
の
経
緯
や
メ
リ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
８
日
に
は
愛
知
県
春
日
井
市
で

「
先
導
的
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
」
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
自
動
運
転
や
オ

ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実
験
や
運
行

実
績
等
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

とやまこどもプラザにて

春日井市役所にて


